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問

第
２
回
男
女
共
同
参
画

関
連
講
座

募　

集

問
申

太
極
拳
ゆ
っ
た
り
体
操
サ
ポ
ー

タ
ー
・
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
習
会

問
申

 

内
容　
10
月
15
日
は
、児
童
手

当
の
定
時
支
給
日
で
す
。

　

今
回
の
支
給
は
６
月
分
か

ら
９
月
分
で
す
。個
別
に
支
給

通
知
書
は
送
付
し
ま
せ
ん
の

で
、通
帳
の
記
帳
に
よ
り
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。入
金
時
刻
は

金
融
機
関
に
よ
り
異
な
り
ま

す
。

　

な
お
、現
況
届
が
未
提
出
の

方
は
支
払
差
止
と
な
り
ま
す

の
で
、速
や
か
に
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

　
　

こ
ど
も
課　
子
育
て
支
援

班☎（
24
）５
２
２
９
ま
た
は
各

総
合
支
所
住
民
課　
市
民
サ
ー

ビ
ス
班

 

内
容　
男
女
が
平
等
に
参
画
で

き
る
社
会
の
実
現
に
向
け
た

意
識
づ
く
り
を
図
る
た
め
の

講
座
を
開
催
し
ま
す
。

 

日
時　
10
月
22
日（
月
）午
後
１

時
30
分
〜
３
時
30
分（
開
場:

午
後
１
時
）

 

場
所　
大
会
議
室（
本
庁
舎
ホ

ー
ル
棟
２
階
）

 

テ
ー
マ　
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
と
女
性
の
キ
ャ
リ

ア
意
識
の
形
成

 

講
師　
星
野 

雅
子 

氏（
株
式
会

社　
　
　
　

代
表
取
締
役
社
長
）

 

定
員　
30
人

 

参
加
費　
無
料

 

申
し
込
み
方
法　
次
の
い
ず
れ
か

に
よ
り
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

①
電
話

②
任
意
の
用
紙
に
住
所
・
氏

名
・
年
齢
を
記
入
の
上
、持
参
、

郵
送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ（
25
）７

０
７
３

③
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム

　
　
　

企
画
調
整
課　
企
画
調

整
班

☎（
24
）５
２
０
９　

 

内
容　
太
極
拳
ゆ
っ
た
り
体
操

は
、足
腰
が
弱
く
な
っ
た
高
齢

者
で
も
安
全
に
楽
し
く
続
け
ら

れ
る
介
護
予
防
の
体
操
で
す
。

　

こ
の
体
操
を
よ
り「
正
確

に
、安
全
に
、効
果
的
に
」実
施

す
る
た
め
の
指
導
法
を
学
ぶ

講
習
会
で
す
。

 

対
象　
太
極
拳
ゆ
っ
た
り
体
操

サ
ポ
ー
タ
ー
講
習
会
を
修
了

し
た
方（
修
了
年
度
は
問
い
ま

せ
ん
）

 

日
時

 【
１
日
目
】11
月
９
日（
金
）　

午
後
１
時
〜
４
時
30
分

 【
２
日
目
】11
月
10
日（
土
）　

午
前
９
時
〜
午
後
２
時
30
分

 

場
所　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー　

 

定
員　
50
人 ※

定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り

 

受
講
料　
１
５
０
０
円

 

申
し
込
み
方
法　
専
用
様
式
に

て
郵
送
、ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ（
21
）

２
１
９
７
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。　　
　
　
　
　
　

　

様
式
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
、ま
た
は

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。　

　
　
　

高
齢
福
祉
課　
介
護
予

防
係

☎（
24
）５
２
４
２

児
童
手
当
の
定
時
支
給
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市民の皆さんの生活に
直結するいろいろな制
度や催しなどを紹介す
るコーナーです。
情報の詳細について
は、　　へ連絡してく
ださい。

問

補
助
・
支
援

今月の納期
 １日　後期高齢者医療
　　　保険料２期
25日　市県民税３期
25日　国民健康保険税
　　　４期
25日　介護保険料４期
31日　後期高齢者医療
　　　保険料３期

 ※市民課証明業務の
窓口延長は９月30日
をもって終了しました

ラジオ広報番組
好評放送中

土・日　午前９時45分

FM きたかた78. 2 MHZ
ほっとチャンネルウィー
クリー

ｉｙ
ａ
ｂ
ｉ

Ｍ



イ
ベ
ン
ト

問 第
35
回
山
都
新
そ
ば
ま
つ
り

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

講
演
会

喜
多
方
美
術
倶
楽
部
と

大
正
浪
漫
展
Ⅲ
関
連
イ
ベ
ン
ト

問
耶
麻
農
高
へ
行
こ
う
！

会
津
医
療
セ
ン
タ
ー
あ
い
づ
健
康

ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
８

医
療
・
介
護
資
源
情
報
提
供

シ
ス
テ
ム
の
運
用
開
始

お
知
ら
せ

問問

広報きたかた　2018. 10　⑮

情報ステーション

（山都町出身・きたかた応援大使）

 

内
容　
山
都
町
の
そ
ば
店
舗
だ

け
で
な
く
、県
外
か
ら
の
出
店
も

あ
り
ま
す
の
で
、食
べ
比
べ
を
楽

し
め
ま
す
。ま
た
、そ
ば
だ
け
で

な
く
地
元
の
特
産
物
な
ど
の
販

売
、手
作
り
屋
台
市
、阿
波
踊
り

な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
行
い
ま
す
。

 

日
時　
10
月
13
日（
土
）、14
日

（
日
） 

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

（
14
日
は
午
後
３
時
ま
で
）

 

場
所　
山
都
み
ち
く
さ
通
り

 

そ
の
他　
料
金
は
チ
ケ
ッ
ト
制

で
か
け
そ
ば
、も
り
そ
ば
一
杯
６

０
０
円
で
す
。ト
ッ
ピ
ン
グ
は
各

店
で
異
な
り
ま
す
。店
頭
で
現
金

に
て
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

　
　

山
都
新
そ
ば
ま
つ
り
実
行

委
員
会
事
務
局（
山
都
総
合
支

所
産
業
課
内
）

☎（
38
）３
８
３
１

 「
空
想
の
喜
多
方
旅
日
記
を
つ

く
ろ
う
！
」

 

日
時　
10
月
８
日（
月
・
祝
）午

後
１
時
〜
４
時

 

場
所　
喜
多
方
プ
ラ
ザ
第
一
会

議
室

 
講
師　
久
松　
知
子 

氏（
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
）、河
合　
南
菜
子 

氏

（
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
）

 

定
員　
15
人（
要
申
し
込
み
）

 

参
加
費　
無
料（
別
途
、企
画
展

の
鑑
賞
券
が
必
要
で
す
）

第
一
部 「
福
島
県
内
の
美
術
を

め
ぐ
る
動
き
ー
大
正
時
代
」講

師　
増
渕　
鏡
子 

氏（
県
立
美
術

館
学
芸
員
）

第
二
部 「
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
と

お
し
て
み
る
喜
多
方
」講
師 

久

松　
知
子 

氏（
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
）

 

日
時　
11
月
４
日（
日
）午
後
３

時
30
分

 

場
所　
大
和
川
酒
蔵
北
方
風
土

館

 

参
加
費　
無
料（
申
し
込
み
不

要
）

　
　
　

市
美
術
館

☎（
23
）０
４
０
４

 

内
容　
県
下
一
斉
に
行
わ
れ
る

「
ふ
く
し
ま
教
育
週
間
」に
あ

わ
せ
て
広
く
地
域
の
皆
さ
ん

に
学
習
活
動
の
成
果
を
披
露

し
ま
す
。

 

日
時　
10
月
25
日（
木
）午
前
９

時
50
分
〜
午
後
２
時

 

場
所　
耶
麻
農
業
高
校
体
育

館
・
武
道
場

 

プ
ロ
グ
ラ
ム

①
農
場
生
産
物
の
販
売
な
ど

午
前
９
時
50
分
〜
10
時
50
分

②
学
習
成
果
の
発
表

午
前
10
時
20
分
〜

③
製
作
品
の
展
示

　
　

耶
麻
農
業
高
等
学
校

☎（
38
）２
０
１
８

 

内
容　
医
療
と
の
ふ
れ
あ
い
を

通
し
て
、健
康
へ
の
意
識
を
高

め
て
も
ら
う
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

医
療
体
験
コ
ー
ナ
ー
や
ド

ク
タ
ー
ヘ
リ
の
展
示
、地
元
団

体
に
よ
る
ダ
ン
ス
、合
唱
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

 

日
時　
10
月
27
日（
土
）午
前
10

時
〜
午
後
３
時

 

場
所　
会
津
医
療
セ
ン
タ
ー
内

お
よ
び
駐
車
場

　
　

会
津
医
療
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
４
２（
75
）２
２
４
２

 

内
容　
市
内
の
居
宅
介
護
支
援

事
業
所（
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
）

や
訪
問
介
護（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ

サ
ー
ビ
ス
）、通
所
介
護（
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
）、介
護
老
人
福
祉

施
設
な
ど
の
連
絡
先
や
地
図

検
索
が
で
き
ま
す
。ぜ
ひ
、ご

覧
く
だ
さ
い
。

　

今
後
、市
内

の
病
院
や
歯
科
、

薬
局
の
情
報
に

つ
い
て
も
、提

供
し
て
い
き
ま

す
。

※

作
業
中
の
た

め
ご
覧
い
た
だ

け
な
い
サ
イ
ト

も
あ
り
ま
す
。

ご
了
承
く
だ
さ

い
。　

　
　

高
齢
福
祉
課　
地
域
包
括

ケ
ア
推
進
係

☎（
24
）５
２
４
２

問
申



安
全
・
安
心
の
喜
多
方
米

ス
テ
ッ
カ
ー
の
無
料
配
布

10
月
16
日（
火
）

10
月
17
日（
水
）

問問 消
費
税
の
軽
減
税
率
制
度
に

関
す
る
説
明
会

問
申

心
の
健
康
相
談

ひ
き
こ
も
り
家
族
教
室

問
申

問

10
月
は

不
正
軽
油
撲
滅
強
化
月
間

お
知
ら
せ
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内
容　
喜
多
方
産
米
の
風
評
被

害
を
払
拭
し
、販
売
促
進
に
つ
な

げ
て
い
く
た
め
、平
成
23
年
度

か
ら
、市
独
自
の
米
の
放
射
性
物

質
検
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
も
市
内
３
０
０
カ
所

の
水
田
か
ら
採
取
し
た
玄
米
を

検
査
す
る
と
と
も
に
、喜
多
方

産
米
の
安
全
・
安
心
を
Ｐ
Ｒ
す

る
た
め
ス
テ
ッ
カ
ー
を
作
成
し

ま
す
。な
お
、検
査
の
詳
細
は
、

検
査
終
了
後
に
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
公
表
し
ま
す
。

　

こ
の
ス
テ
ッ
カ
ー
は
、米
穀

販
売
業
者
や
米
を
直
接
販
売

し
て
い
る
農
家
の
方
に
無
料

で
配
布
し
ま
す
の
で
、随
時
、

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※

利
用
に
あ
た
っ
て
は
農
産
物

検
査
法
に
よ
る
検
査
を
受
け
、

放
射
性
物
質
の
全
量
全
袋
検
査

を
受
け
た
も
の
が
対
象
で
す
。

　

ス
テ
ッ
カ
ー
を
貼
る
米
袋

を
確
認
し
ま
す
の
で
、申
し
込

み
の
際
に
米
袋
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。使
用
す
る
米
袋
を

確
認
で
き
な
い
場
合
は
配
布

で
き
ま
せ
ん
。

　
　

農
業
振
興
課

☎（
24
）５
２
３
５
ま
た
は
各

総
合
支
所
産
業
課

 

内
容　
事
業
者
の
方
を
対
象

に
、消
費
税
の
軽
減
税
率
制
度

に
関
す
る
説
明
会
を
開
催
し

ま
す
。多
く
の
事
業
所
の
方
に

関
係
の
あ
る
制
度
で
す
の
で
、

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、席
に
は
限
り
が
あ
り

ま
す
。ご
了
承
く
だ
さ
い
。

喜
多
方
プ
ラ
ザ
小
ホ
ー
ル

道
の
駅
に
し
あ
い
づ
交
流
物

産
館
よ
り
っ
せ
２
階
研
修
室

 

時
間　
午
前
10
時
〜
11
時
30

分
、午
後
１
時
30
分
〜
３
時

　
　

喜
多
方
税
務
署

☎（
24
）５
０
５
０（
音
声
案
内

が
流
れ
ま
す
の
で
２
番
を
選

択
し
て
く
だ
さ
い
。）

 

内
容　
精
神
的
な
悩
み
で
お
困

り
の
方
、ま
た
そ
の
家
族
の
方

の
相
談
に
、精
神
科
医
師
や
保

健
師
が
応
じ
ま
す
。

　

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、気

軽
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※

費
用
は
無
料
で
す
が
、電
話

で
の
予
約
が
必
要
で
す
。

 

日
時　
10
月
16
日（
火
）午
後
１

時
30
分
〜
３
時
30
分

 

場
所　
会
津
保
健
福
祉
事
務
所

　
　
　

会
津
保
健
福
祉
事
務

所　
保
健
福
祉
課

☎
０
２
４
２（
29
）５
２
７
５

 

内
容　
思
春
期
・
青
年
期
に
ひ

き
こ
も
る
子
ど
も
の
抱
え
る

問
題
、そ
の
対
応
の
学
習
会
、情

報
の
提
供
、ま
た
参
加
者
同
士

の
話
し
合
い
の
場
を
設
け
て

い
ま
す
。家
族
同
士
で
集
い
、語

り
合
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

※

初
め
て
参
加
さ
れ
る
方
は
、

事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で

す
。

 

日
時　
10
月
26
日（
金
）午
後
１

時
30
分
〜
３
時
30
分

 

場
所　
会
津
保
健
福
祉
事
務
所

　
　
　

会
津
保
健
福
祉
事
務

所　
保
健
福
祉
課

☎
０
２
４
２（
29
）５
２
７
５

 

内
容　
県
で
は
、10
月
を「
不
正

軽
油
撲
滅
強
化
月
間
」と
し

て
、関
係
団
体
と
協
力
し
、不

正
軽
油
の
排
除
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　
「
不
正
軽
油
を
作
ら
な
い
・

売
ら
な
い
・
買
わ
な
い
・
使

わ
な
い
」

　

不
正
軽
油
の
防
止
・
撲
滅

に
は
、県
民
の
皆
さ
ん
の
協
力

と
情
報
提
供
が
欠
か
せ
ま
せ

ん
。不
正
軽
油
の
情
報
提
供

は
、県
庁
税
務
課
、ま
た
は
最

寄
り
の
地
方
振
興
局
県
税
部

ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

県
庁
総
務
部
税
務
課

☎
０
２
４（
５
２
１
）７
２
０
５

会
津
地
方
振
興
局
県
税
部 

☎
０
２
４
２（
29
）５
２
６
４



問
申

きたかたミュージックフェア2018～道産子音楽祭～

喜多方プラザ名画座　サニー　永遠の仲間たち

喜多方プラザ企画公演

司
法
書
士
無
料
相
談
会

行
政
書
士
無
料
相
談
会

問
申

年　

金

ね
ん
き
ん
出
張
相
談
会

問
申

問
電
話
で
の
年
金
相
談
窓
口

毎月1日に18,800部を発行し、市内の各世帯
や公的機関に配布しています。
広告料　縦4.5cm×横17.3cm　月20,000円
　　　　縦4.5cm×横8.6cm　　月10,000円

企画調整課　広報広聴係 ☎（24）5206問 申

広報きたかた　2018. 10　⑰

情報ステーション

 

内
容　
不
動
産
・
会
社
の
登
記
、

相
続
や
遺
言
、債
務
整
理
、消
費

者
問
題
、家
庭
裁
判
所
へ
の
申

立
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

 

日
時　
10
月
16
日（
火
）午
後
１

時
30
分
〜
４
時
30
分

 

場
所　
本
庁
舎
１
階
相
談
室

 

定
員　
４
人
程
度

※

事
前
予
約
が
必
要
で
す
。予

約
は
、生
活
防
災
課
窓
口
へ
電

話
、ま
た
は
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
　
　

生
活
防
災
課　
市
民
生

活
係

☎（
24
）５
２
０
８

 

内
容　
相
続
、遺
言
、成
年
後
見

や
許
認
可
、法
人
設
立
、離
婚
問

題
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

 

日
時　
10
月
16
日（
火
）午
後
１

時
30
分
〜
４
時
30
分

 

場
所　
本
庁
舎
１
階
相
談
室

 

定
員　
６
人
程
度

※

予
約
は
、生
活
防
災
課
窓
口

へ
電
話
、ま
た
は
お
越
し
く
だ

さ
い
。

　
　
　

生
活
防
災
課　
市
民
生

活
係

☎（
24
）５
２
０
８

 

日
時　
11
月
８
日（
木
）、12
月

13
日（
木
）

 

場
所　
市
民
ロ
ビ
ー（
本
庁
舎

ホ
ー
ル
棟
１
階
）

 

相
談
時
間　
１
人
30
分
程
度

※
事
前
に
予
約
さ
れ
た
方
の

み
利
用
で
き
ま
す
。必
ず
相
談

日
の
１
カ
月
前
か
ら
前
日
ま

で
に
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。予

定
人
数
と
な
り
次
第
締
め
切

り
ま
す
。

　
　
　

会
津
若
松
年
金
事
務

所　
お
客
様
相
談
室

☎
０
２
４
２（
27
）６
９
５
３

 

受
付
時
間　
月
曜
日（
月
曜
日

が
休
日
の
場
合
は
火
曜
日
）　
午

前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時

火
曜
日
〜
金
曜
日　
午
前
８
時

30
分
〜
午
後
５
時
15
分

第
２
土
曜
日　
午
前
９
時
30
分

〜
午
後
４
時

　
　

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０（
05
）１
１
６
５

　平成30年度の寄附状況は８月末時点で
411人の方から596万6,000円お寄せいた
だきました。
　今後とも「ふるさと喜多方」への支援を
お願いします。

問 申 企画調整課　企画調整班 ☎（24）5209問 喜多方プラザ ☎（24）4611
©2011 CJ E&M CORPORATION, ALL RIGHTS RESERVED

出演

内容

細坪基佳（元ふきのとう）：白い冬
五十嵐浩晃：ペガサスの朝
堀江淳：メモリーグラス

現在公開中の「SUNNY強い気持ち・強い愛」の
原作を上映します。韓国で2011年に観客動員
数740万人を記録したヒット作です。

日時 11月４日（日） 午前10時、午後２時の２回上映

日時 11月17日（土）
開場 午後３時30分
開演 午後４時

場所 喜多方プラザ小ホール

場所 喜多方プラザ大ホール

5,500円（全席自由
入場整理番号付き）

入場料

一般500円、３歳
以上高校生以下
300円
（当日100円増し）

入場料

販売所 喜多方プラザ
喜多方シティエフエム
ローソンチケット
チケットぴあ

販売所 喜多方プラザ



広報きたかた　2018. 10　⑱☎広報に記載の市内電話番号 ☎『旧喜多方市、熱塩加納町、塩川町、山都町』と『高郷町』との通話には
　　　　　　　　　　　　　市外局番０２４１が必要です。携帯電話からは市外局番０２４１が必要です。

問

　９月３日、市職員の働きやすい職場環境をつくり、
仕事と生活の調和（ワークライフバランス）の実現を
図るため、全管理職がイクボスを宣言しました。
　育児休業や介護休暇を取得しやすい環境づくり、超
過勤務の縮減や休暇制度の利用促進などに取り組み、
健康でやりがいを感じながら働くことで職員の能力を
最大限生かして、市民サービスの向上につなげます。

　９月３日、市職員の働きやすい職場環境をつくり、
仕事と生活の調和（ワークライフバランス）の実現を
図るため、全管理職がイクボスを宣言しました。
　育児休業や介護休暇を取得しやすい環境づくり、超
過勤務の縮減や休暇制度の利用促進などに取り組み、
健康でやりがいを感じながら働くことで職員の能力を
最大限生かして、市民サービスの向上につなげます。

総務課  人事班 ☎（24）5211

問 熱塩加納総合支所  建設課 ☎（36）2114

問 環境課  環境推進係 ☎（24）5261または各総合支所住民課市民サービス班

平成30年度福島県優良道路愛護団体等表彰で

ウィング’92（代表 原  昭子さん）が
国土交通大臣表彰を受賞
　永年にわたり道路沿線に花苗を植栽する「花いっぱ
い運動」などの道路美化保全運動に尽力され、その功
績が認められたものです。
　おめでとうございます。

　永年にわたり道路沿線に花苗を植栽する「花いっぱ
い運動」などの道路美化保全運動に尽力され、その功
績が認められたものです。
　おめでとうございます。

市民の皆さんへ 
　ごみは、環境センター山都工場のよう
に法律などに基づいて定められた焼却施
設以外では燃やせません。違反した場合
は、法により罰せられます。
　また、一般家庭でのごみの焼却は、悪臭や環境に悪影響を
及ぼすとともに火災の原因にもなりますので、絶対にしな
いでください。

稲作農家の皆さんへ
　水田での稲わらの焼却は、例年、道路の視界不良などによ
り周辺住民から多くの苦情が寄せられます。また、秋の観光
シーズンで本市を訪れる観光客に良くないイメージを与え

てしまいます。火災予防の観点や地力
低下による米の品質低下を防ぐため、
稲わら・もみ殻については焼却せず、
たい肥化や水田にすき込み、地力を高
める有機質資源として有効活用しま
しょう。

Reduce：リデュースReduce：リデュース
ごみの発生、資源の消費をもとから
減らすこと
ごみの発生、資源の消費をもとから
減らすこと

Reuse：リユースReuse：リユース
繰り返し使うこと繰り返し使うこと

Recycle：リサイクルRecycle：リサイクル
資源として再び利用すること資源として再び利用すること

　環境省では毎年10月を『３Ｒ』推進月間と
して、さまざまな情報発信や取り組み促進に
関する行事を全国的に展開しています。この
機会に、身の回りのできることから３Ｒに取
り組みましょう。
　特に、ごみの発生、資源の消費をもとから
減らすリデュースが最も大事な行動です。ま
ずは、「ごみになるものを買わない、もらわな
い」「長く使える製品を買う」などの行動を心
がけましょう。

　環境省では毎年10月を『３Ｒ』推進月間と
して、さまざまな情報発信や取り組み促進に
関する行事を全国的に展開しています。この
機会に、身の回りのできることから３Ｒに取
り組みましょう。
　特に、ごみの発生、資源の消費をもとから
減らすリデュースが最も大事な行動です。ま
ずは、「ごみになるものを買わない、もらわな
い」「長く使える製品を買う」などの行動を心
がけましょう。



広報きたかた　2018. 10　⑲

情報ステーション

平成31・32年度
「工事等競争入札参加資格申請」
「小規模修繕契約希望者登録申請」

を受け付けします

平成31・32年度
「工事等競争入札参加資格申請」
「小規模修繕契約希望者登録申請」

を受け付けします

　

市
が
発
注
す
る
競
争
入
札
へ
の
参
加

や
、小
規
模
な
修
繕
契
約
の
受
注
を
得
る

場
合
に
は
事
前
に
申
請
が
必
要
で
す
。　

　

平
成
31
・
32
年
度
に
市
が
発
注
す
る

工
事
の
請
負
、測
量
・
設
計
お
よ
び
物
品

の
購
入
な
ど
の
契
約
に
か
か
る
競
争
入

札
に
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、「
競
争

入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
書
」を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。こ
の
申
請
書
が
提
出
さ
れ

な
い
場
合
は
、市
が
行
う
競
争
入
札
に
参

加
で
き
ま
せ
ん
。

 

受
付
期
間  

11
月
１
日（
木
）〜
12
月
28
日

（
金
）午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

※

土
・
日
・
祝
日
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。

※

郵
送
に
よ
る
申
請
の
場
合
は
、12
月
28

日
消
印
有
効
。

　

市
内
業
者
に
つ
い
て
は
、受
付
期
間
を

過
ぎ
て
も
随
時
受
け
付
け
ま
す
。

 

受
付
場
所  

契
約
管
理
課

※

各
総
合
支
所
で
は
受
け
付
け
し
ま
せ

ん
。

 

有
効
期
間  

平
成
31
年
４
月
１
日
〜
平
成

33
年
３
月
31
日

 

提
出
書
類

○
工
事
等
競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
申

請
書（
市
指
定
様
式
・
Ａ
４
版
フ
ァ
イ
ル

綴
じ
）

○
測
量
等
競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
申

請
書（
市
指
定
様
式
・
Ａ
４
版
フ
ァ
イ
ル

綴
じ
）

○
物
品
購
入
等
競
争
入
札
参
加
資
格
審

査
申
請
書（
市
指
定
様
式
・
ホ
ッ
チ
キ
ス

綴
じ
）

※

提
出
書
類
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、「
喜

多
方
市
競
争
入
札
参
加
資
格
申
請
要
領
」

を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

　

各
申
請
書
お
よ
び「
喜
多
方
市
競
争
入

札
参
加
資
格
申
請
要
領
」は
、市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。ま
た
、契

約
管
理
課
で
も
配
布
し
ま
す
。

　

平
成
31
・
32
年
度
に
市
が
発
注
す
る

小
規
模
な
修
繕（
修
繕
内
容
が
軽
易
か
つ

履
行
の
確
保
が
容
易
で
、請
負
金
額
が
30

万
円
未
満
の
も
の
）に
つ
い
て
、競
争
入

札
参
加
資
格
審
査
申
請
書
に
よ
る
審
査

を
さ
れ
な
い
方
で
も
、希
望
業
種
を
登
録

す
る
こ
と
で
、受
注
の
機
会
が
得
ら
れ
る

制
度
で
す
。

 

受
付
開
始
日  

11
月
１
日（
木
）

 

受
付
場
所  

契
約
管
理
課

※

各
総
合
支
所
で
は
受
け
付
け
し
ま
せ

ん
。

 

有
効
期
間  

平
成
31
年
４
月
１
日
〜
平
成

33
年
３
月
31
日

 

登
録
可
能
業
種  

大
工
工
事
、ガ
ラ
ス
・

サ
ッ
シ
工
事
、畳
工
事
、襖
・
障
子
・
建

具
関
係
工
事
、壁
紙
貼
付
工
事
、土
木
工

事
、板
金
工
事
、左
官
工
事
、塗
装
工
事
、

電
気
設
備
工
事
、機
械
設
備
工
事
、そ
の

他
市
長
が
認
め
る
業
種

 

登
録
で
き
る
方  

市
内
に
主
た
る
事
業

所
ま
た
は
住
所
を
有
す
る
事
業
者

 

登
録
で
き
な
い
方　

〇
競
争
入
札
参
加
資
格
申
請
書
を
提
出

す
る
方（
競
争
入
札
参
加
資
格
申
請
と
重

複
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
）

○
希
望
す
る
業
種
を
履
行
す
る
た
め
に

必
要
な
資
格
、免
許
な
ど
を
有
し
な
い
方

（
資
格
、免
許
な
ど
を
要
し
な
い
場
合
は

除
き
ま
す
）

○
公
共
工
事
発
注
の
相
手
と
し
て
不
適

当
と
認
め
ら
れ
る
方

 

申
し
込
み
方
法  
喜
多
方
市
小
規
模
修

繕
希
望
者
登
録
申
請
書
に
次
の
書
類
を

添
付
し
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

○
法
人
の
場
合…

①
希
望
す
る
業
務
を

履
行
す
る
た
め
に
必
要
な
資
格
、免
許
な

ど
を
有
す
る
場
合
は
そ
の
写
し　

②
法

人
市
民
税
の
納
税
証
明
書　

③
登
記
事

項
証
明
書　

④
印
鑑
証
明
書

○
個
人
の
場
合…

①
希
望
す
る
業
務
を

履
行
す
る
た
め
に
必
要
な
資
格
、免
許
な

ど
を
有
す
る
場
合
は
そ
の
写
し　

②
市

民
税
の
納
税
証
明
書

※

法
人
、個
人
い
ず
れ
も
②
〜
④
に
つ
い

て
は
、申
請
日
か
ら
遡
っ
て
３
カ
月
以
内

に
発
行
さ
れ
た
も
の（
写
し
可
）

※

申
請
用
紙
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。ま
た
、契
約
管
理
課
で

も
配
布
し
ま
す
。

　
「
公
共
工
事
の
入
札
及
び
契
約
の
適
正

化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
」の
規
定
に
よ

り
、予
定
価
格
２
５
０
万
円
以
上
と
見
込

ま
れ
る
公
共
工
事
の
発
注
見
通
し
を
毎

年
４
月
に
公
表
し
て
い
ま
す
。

※

10
月
１
日
か
ら
内
容
を
変
更
し
た
発

注
状
況
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し

ま
す
。な
お
、契
約
管
理
課
で
閲
覧
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　

契
約
管
理
課  

契
約
検
査
係（
市

保
健
セ
ン
タ
ー
３
階
）

☎（
24
）５
２
７
９

競
争
入
札
参
加
申
請
の
受
け
付
け

小
規
模
修
繕
契
約
希
望
者
登
録
申
請

の
受
け
付
け

平
成
30
年
度
喜
多
方
市
公
共
工
事
の

発
注
見
通
し

問
申



御殿場団地の環境整備とコミュニティーづくりへの支援について
〈市民〉 御殿場団地は縦貫道からアクセスも良く、川の祭典や花火大会も近くで行われます。御殿場公園
では、花しょうぶ祭りが行われて、手入れもよくされています。たくさんの観光客などが御殿場団地の近
くを通りますので、外観や緑地の環境整備に取り組んでほしいと思います。高齢者が多いので、一斉清掃
も人手が足りず大変です。市からの支援もお願いしたいと思います。
〈市長〉 17棟もあるので、苦労されていると思います。ただ、他の市営住宅も同様ですが、自分たちの力で
地域を守るという考えで取り組んでもらっています。作業を共にすることで住民同士のコミュニケーシ
ョンを深めることにもつながると思います。市営住宅の改修については、年次計画に沿って行っています
ので、しばらくお待ちください。
〈市民〉 団地は隣近所がよくわからないし、高齢者も多い。サークルなどをつくって、コミュニケーション
が取れれば、一斉清掃の時や認知症予防にも役立つと思いますね。
〈市長〉 市では、コミュニティーで行う事業への助成を行っています。行政区に限りませんので、そういっ
た事業を活用して住民同士の仲間づくりを進めてほしいと思います。

小中学校の在り方と人づくりについて
〈市民〉 小中学校の人数が少なくなっていて、統廃合を見据えた適正配置についていろいろ議論はされて
きていると思います。ただ、少人数の良さというものもあります。子どもたちが大勢の中でもまれるとい
う面もありますが、埋没してしまうこともあります。小さい学校はだれもが何かをやらなくてはいけない
ので、活躍の場があります。複式ではなく先生をできるだけ配置して、喜多方方式として子どもたちが学
ぶ環境をつくっていっていただきたいと思います。人数が必要な修学旅行やスポーツ大会は合同でやる
などの方法があると思います。
〈市長〉 教育委員会では、統廃合が前提ではなく、保護者や地域の皆さんと直接話しながら計画をつくろ
うという考えでやっております。喜多方で生まれ、教育を受けて仕事に就いて、子どもを産み育てていく、
このサイクルをできるようにするには、働く場所が少ないという課題もあります。採算性や効率性だけで
なく、市民のためになるのかどうかという点から行政を進めていきたいと思います。

商店街の活性化について
〈市民〉 しだれ桜を娘や遠くから見に来きてくれた人たちに見せた日曜日のことですが、商店街の多くが
店を閉じていて、がらんとしていました。外から観光客を呼び寄せているさくらまつりとか、菜の花、ひま
わりの期間だけでも、この日曜日はお休みだけれども振り替えにして開店してもらいたいと思います。働
き方の問題でもありますが、商店街や商工会議所の方にもお話ししていただいて、活気ある商店街になっ
てほしいと思います。
〈市長〉 木曜日を定休日にすることが多いので、たまたま日曜日が閉店日に重なったのかもしれません。
喜多方は中心市街地・商店街が中心となって地域づくりをして、同時に周辺の農家が豊かになっていき、
どんどん発展してきました。商店街の活力がなくなっては全体の活力にもつながらないと私自身は思っ
ています。ふれあい通り商店街では、アーケードを外すなどハード整備をやっています。県も協力して、レ
トロ横丁の七夕の竹を挿す設備を道路に設置してあります。商店街ごとに一生懸命やっていますけれど
も、市としても支援していきたいと思います。

高齢者への支援について
〈市民〉 一人暮らしの方がどこの地区でも多いのですが、特に高齢者はゴミを出す場所が遠くて持ってい
けない方がいます。もう少し小刻みにごみ出し場所はあればと思います。町の中だと家の近くの道路に置
いておけますね。また、一人暮らしのお宅が多いのですが、その方が亡くなられてしまった時の家の処分
が大変です。壊すにもお金がかかるので、補助があれば助かります。
　高齢者の一人暮らしの方は買い物にひとりで行けないということもあるので、そういった方を対象と
したバスとかタクシーがあればいいのかなと思います。デマンド交通がありますが、前日予約で当日に使
うことができないので、利用の仕方も見直してもらいたいと思います。
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喜多方市総合計画について
〈市民〉 総合計画を学んでいますが、この計画を広めることが必要だと思います。若い人を呼び込んで出
生率を上げていって、財政も整えることも重要ですが、防災や子育てがどうなっているか、そして働く場
所はどうであるかというのを宣伝していかなければ、人口はどんどん減ってしまうと思います。私も子育
て支援に携わっていますので、広めていきたいと思います。
〈市長〉 昨年度から新たな計画ということで始めまして、各家庭の方にも簡単な概要版をお配りしていま
す。詳しいことは本計画を見ていただけなければわからないという事なので、そういう方にはこちらから
配布もできます。
　最上位計画ですから、喜多方はこうすべきだという姿となっています。ただそれは「絵に描いた餅」では
なく、ハード・ソフトともに整備していかなければなりません。すぐできるもの、予算がつくもの、県や国
の支援があるもの、いろいろな形がありますが、民間でできるものは民間で、市民の皆さんができるもの
は市民の皆さんで、整理をしながらみんなで喜多方を、市民の方も一緒になってつくっていくことが重要
だろうと思っています。

地域開発について
〈市民〉 市役所前の道路をバイパスにつなげたい。以前都市計画委員をやっていまして、その時に図面が
できています。市役所にもあると思いますので、道路を開発して広げてバイパスまで貫通したらいいと思
います。道路を造ることなので県の部長も来ていましたが、予算の関係で頓挫してしまいました。　
　今すぐできることではないですが、開通すれば、ショッピングモールや映画館の誘致が可能で、喜多方
の発展、振興につながることだと思います。
〈市長〉 今後の見通しなど関係部署と協議していきたいと思います。

文化芸術創造都市の市民への周知や理解を得る活動について
〈市民〉 文化芸術創造都市というものが何か、市民の理解が得られていない状況だと思います。どのよう
な方向を目指しているのかなど周知してもらいたいということ、またその実現のため市の体制、専門の部
署を設置してくださるよう検討をお願いします。
　駅前の石蔵、旧甲斐家蔵住宅など喜多方には素材がたくさんありますし、美術館をつくった風土もあり
ます。かつての北方美術倶楽部のように、アーティストインレジデンスで学生を受け入れて育てようとい
うことから始めることで、新北方美術倶楽部が立ち上がりました。応援してくれていた若い子が喜多方に
住みながら制作して、東京でも個展を開きました。文化芸術創造都市という方向性は、民間は新北方美術
倶楽部が担いますので、行政に窓口をつくって推進していただきたいと思います。
〈市長〉 教育委員会に参事を配置して、組織的な対応をしています。スタートしたものの、次のステージが
課題になっているのかもしれません。文化芸術創造都市を立ち上げた皆さんの思いを引き継いでいくた
めに、行政に大きな組織をつくるのは難しいですが、担当を置くということでやっていきたいと思いま
す。
　駅前は、石蔵もそうですが、セットバックして町並みをつくったり、トランスイート四季島が停まった
り、しだれ桜並木のスタート地点など、重要なポイントでもあります。芸術が次の時代への引継ぎ役の一
つになる可能性もあると思っています。

〈市長〉 粗大ごみについては、65歳以上の世帯とか障がいを持っている方への支援がありますが、高齢者
の方々に伝わっていないかもしれません。分かりやすい伝え方をしていきます。
　デマンド交通では、複数の行政区を超えることはできないなど、タクシーではありませんので、さまざ
ま制限があります。民間業者にも入ってもらい、見直しを行っているところです。先進地の事例では、近隣
住民で実施しているところもあります。ただ交通事故などが起こる場合もあり、そういった制度もきちっ
としていかなければなりませんので、よく審議していきます。高齢者の皆さんは、この喜多方のために汗
を流して子どもを育てていい地域をつくっていただいたわけですから、その皆さんが喜多方に住んでい
てよかった、頑張ってよかったと思える行政でありたいと思います。

問 企画調整課　広報広聴係 ☎（24）5206
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各種相談日　　　　　　　　各種無料相談を行っています。相談を希望される
方は電話予約をお願いします。秘密は固く守られますので、悩みご
とや困りごとなど気軽に相談してください。

毎月6日以降の情報を掲載しています。1日～5日までは先月号をご覧ください。 

納 税 相 談　　　　　　　　開庁時間内（午前８時30分～午後５時15分）の納
税相談や来庁納付が難しい方は利用してください。

日 時 場 所 問い合わせ先

10月 26日（金）・30日（火）
午後５時15分～７時

税務課窓口
相談コーナー

税務課　税制収納班
☎（24）5219
※10月は２日間のみの実施です。

休日の当番医（初期救急）

休 日 病院・医院名

佐原病院（塗物町）
☎（22）5321

会津医療センター（会津若松）
☎0242（75）2100

有隣病院（松山町村松三区）
☎（24）5021

佐原病院（塗物町）
☎（22）5321

会津医療センター（会津若松）
☎0242（75）2100

有隣病院（松山町村松三区）
☎（24）5021

佐原病院（塗物町）
☎（22）5321

休日の当番医（２次救急）

街頭献血にご協力を

月　日 献血時間 場　　所

10月12日（金）

塩川総合支所

東邦銀行喜多方
支店・会津商工
信用組合喜多方
支店敷地内

午前9時30分～
11時

午後1時～　　 
4時30分

健 康 相 談　　　　　　　　赤ちゃんから高齢者まで、健康・栄養・運動 ・育児
などについて保健師・栄養士が個別相談に応じます。気軽に利用して
ください。 相談を希望される方は、事前の電話予約をお願いします。

日 時 場 所 予 約 先
10月 ４日（木）
受付時間
午前9時30分～10時

11月 １日（木）
受付時間
午前9時30分～10時

保健センター
保健課　健康推進室
☎（24）5223または各総合支所住民課　市民
サービス班

女性専用メール相談
ＱＲコード

女性専用メール相談　　　　　　　　　　　　　女性ならではの悩み
や夫や親しい方からの暴力（DV）などに関する相談
を、女性相談員へ相談できる専用メールを開設し
ています。 相談内容などの秘密は厳守します。
市ホームページから申し込みできます。

日 時 場 所 相 談 員 予 約 先
10月 12日（金）
午後１時～４時

　　 12日（金）
午前９時～11時

小原　良一 
行政相談委員  

生活防災課 
☎（24）5208

本庁舎１階
相談室

熱塩加納保健福祉
センター（夢の森）

坂内　常幸 
行政相談委員  

熱塩加納総合支所住民課
☎（36）2111

10月 26日（金）
午前9時30分
　　～午後３時30分

本庁舎１階
相談室

生活防災課 
☎（24）5208

月～金（土・日・祝日を除く）
午前８時30分
　　　～午後５時

本庁舎１階
消費生活センター

權瓶　真弓
若林　理香 
消費生活相談員

消費生活センター
☎（24）5353

櫛田　　崇
弁護士  

保健センター

　　 15日（月）
午後２時～４時

塩川保健福祉センター
（いきいきセンター）

大堀由起子
行政相談委員  

塩川総合支所住民課
☎（27）2111

塩川保健福祉センター
（いきいきセンター）

大堀由起子
行政相談委員  

塩川総合支所住民課
☎（27）2111

　　 18日（木）
午前９時～11時30分

10月18日（木）
午前10時～午後３時

高郷公民館研修室
穴澤　松雄
行政相談委員  

高郷総合支所住民課
☎（44）2111

青山　榮子
猪俣　　薫
神田　優子
幸田久美子
手代木俊英
生江幸一郎
人権擁護委員

生活防災課 
☎（24）5208

 18日（木）
午前10時～午後３時

須藤　茂樹
荒明　澄雄
人権擁護委員

高郷総合支所住民課
☎（44）2111高郷公民館研修室

11月  ５日（月）
午後２時～４時

10月   7日（日）

8日（月・祝）

14日（日）

21日（日）

28日（日）

11月 3日（土・祝）

4日（日）

休 日 病院・医院名

君島内科消化器科クリニック
（上町東）☎（24）5800

喜多方腎・泌尿器クリニック
（下町南部）☎（23）5531

くまたクリニック（塩川町
東栄町）☎（28）1233

高橋小児クリニック（関柴
町上高額）☎（25）7066

武田医院（塩川町東栄町）
☎（27）4031

手代木医院（上町東）
☎（22）0034

鳴瀬病院（西四ツ谷）
☎（24）3333

10月   7日（日）

8日（月・祝）

14日（日）

21日（日）

28日（日）

11月 3日（土・祝）

4日（日）



喜多方市美術館  information

問 市美術館☎（23）0404

日　時 場　所 申込期限・申し込み先
10月９日（火）
　　　企画調整課 広報広聴係☎（24）5206問 申市長公室

熱塩加納
総合支所

 10月 23日（火） 10月 23日（火）
午前９時30分 ～ 11時30分
 11月 13日（火） 11月 13日（火）
午前９時30分 ～ 11時30分

10月30日（火）
　　　熱塩加納総合支所 住民課☎（36）2111問 申

　これからのまちづくりや子どもたちの未来、市民生活など「わくわくする喜
多方」の創造に向け市長と直接お話ししませんか。
◆対  話  者　市民の皆さんなら、どなたでも対話できます。
　※申し込みの際にお話ししたい内容（例：｢○○○なまちづくり｣など）、住所、
　　氏名、年齢、職業などをお知らせください。
◆対話時間　1人（組）25分以内

喜多方美術倶楽部と大正浪漫展
開催中～11月４日(日)

個人蔵

図書館だより

　○火～金…………午前９時30分～午後７時
　○土・日・祝日…午前９時30分～午後５時30分
◆休館日…………10月１日（月）、９日（火）、15日（月）、
　　　　　　　　22日（月）、29日（月）、11月５日（月）
　　　 喜多方市立図書館 ☎（22）1855問 申

◆開館時間

●10月18日（木）午前10時15分～ 10時45分
●10月20日（土）午前10時～ 10時30分
●10月28日（日）午後１時30分～２時
※対象の方は、前日までに図書館へ申し込んでく
ださい。
　当日は、母子健康手帳とブックスタート絵本引
換券(喜多方市から送付されたもの)を忘れずに
持参してください。

■おはなしドライブ
　10月７日（日）、10月14日（日）、10月28日（日）、
　11月４日（日）午前11時～ 11時30分
■利用者の集い　※要申し込み・参加費：無料
　10月13日（土）午後１時30分～３時
■ちっちゃなおはなしかい
　10月18日（木）午前11時～ 11時20分
■ユニットおりがみ教室　材料費：100円
　10月27日（土）午前10時～ 11時30分

☆ブックスタート10月の開催日☆

☆おはなし会・各種講座☆
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市町村史販売
のご案内

市町村史で先人の残した遺産を訪ねてみよう。
「喜多方市史」「熱塩加納村史」「塩川町史」「山都町史」「会津高郷村史」絶賛販売中。詳しくは文化課まで。☎（24）5323

喜多方市の人口
（平成30年８月１日現在）

※国勢調査をもとに、その後の出生、死
亡、転入、転出の数を加減して算出した
「福島県の推計人口」の数値を掲載して
います。

世帯数

人　口

出　生

転　入

16,681世帯

47,272人　

24人　

112人　

男

女

死　亡

転　出

22,417人

24,855人

57人

98人
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）を
務
め
た
人
物
で
し
た
。

　

泉
福
寺
は
浄
土
宗
の
寺
院
で
、『
新
編
会
津
風
土
記
』に
よ

れ
ば
、弘
安
６（
１
２
８
３
）年
に
入
田
付
に
あ
る
光
徳
寺
の

僧
侶
空
行
に
よ
っ
て
創
建
さ
れ
た
と
い
う
古
刹
で
す
。

　

小
品
な
が
ら
、泉
福
寺
の
浄
土
宗
寺
院
と
し
て
の
活
動
の

一
端
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
文
化
財
と
し
て
貴
重
で
す
。

■
所
在
地　

泉
福
寺

　

喜
多
方
市
山
都
町
小
舟
寺
字
頭
無
甲
１
０
１
２

　
　

文
化
課　
文
化
振
興
班
☎（
24
）５
３
２
３

問

　

９
月
中
旬
、雄
国
か
ら
市
内
を
望

む
と
、黄
金
色
に
色
付
き
始
め
た
稲

田
が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。空
も
少

し
ず
つ
高
く
な
り
、い
よ
い
よ
秋
で

す
ね
。

　

秋
と
言
え
ば
、食
欲
の
秋
、ス
ポ
ー

ツ
の
秋
、読
書
の
秋
な
ど
と
言
わ
れ

ま
す
が
、皆
さ
ん
は
何
を
楽
し
み
ま

す
か
？

 市指定有形文化財
〔山都町  泉福寺〕
   直径  27.0㎝
   高さ  10.3㎝

き
も
い
り

し
ゅ 

も
く

き
ょ
う
わ

か

が   

が
く

こ
う
あ
ん

▲ 表面

▲ 裏面


